
南海トラフ巨大地震・津波
の想定と備え

令和３年12月5日
神⼾市危機管理室
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本日の内容

１．阪神・淡路大震災の状況

２．南海トラフ地震とは・・・

３．南海トラフ地震の被害想定と対策

４．地震が発生したら（津波警報時の避難行動）

５．もしものときの備え
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本日の内容

１．阪神・淡路大震災の状況

２．南海トラフ地震とは・・・

３．南海トラフ地震の被害想定と対策

４．地震が発生したら（津波警報時の避難行動）

５．もしものときの備え
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1995年1月17日
午前5時46分

Ｍ7.3
（震度７）
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都市基盤の被害 (住宅地・建物)
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都市基盤の被害 (道路・高速道路)
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都市基盤の被害 (鉄道・市役所)
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総数 うち、神⼾市
死亡者 6,434人 4,571人
不明 ３人 ２人

負傷者 43,792人 14,678人

避難所 599箇所 （H７.１.26）
避難人数 23万6,899人（H７.１.24）

人的被害・避難者

※神⼾市・ピーク時
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〇建築物等の被害
全壊 67,421 棟、半壊 55,145 棟

〇火災による焼損
全焼 6,965 棟、半焼 80 棟

〇ライフラインの寸断
電気 市内 全域停止
ガス 市内 約8割停止
水道 市内 ほぼ全域停止
下水道 管渠・ポンプ場破損、

処理場の機能低下・機能停止

都市機能の被害状況（神⼾市）



東⽇本⼤震災 阪神・淡路⼤震災

人的被害
死者︓15,890名

⾏⽅不明者︓2,589名
（平成27年3⽉9⽇時点）

死者︓6,434名
⾏⽅不明者︓3名

災害救助法
の適用

241市町村（10都県）
※⻑野県北部を震源とする地震で適用された
4市町村（2県）を含む

25市町（２府県）

震度分布図
（震度４以上を

表示）
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東日本大震災との比較（人的被害・建物被害）
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本日の内容

１．阪神・淡路大震災の状況

２．南海トラフ地震とは・・・

３．南海トラフ地震の被害想定と対策

４．地震が発生したら （津波警報時の避難行動）

５．もしものときの備え
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日本周辺のプレートの状況



地震発生プロセス
・海溝型︓海洋プレート境界型地震と⾔われ頻度が⾼い、
間隔が百年前後
東北地⽅太平洋沖地震、宮城県沖地震、南海トラフ地震など

・活断層型︓繰り返し活動した形跡が確認できたもので約
200万年前以降に活動したもの、数千年間隔
兵庫県南部地震、能登半島地震、新潟県中越沖地震など

活断層型海溝型
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平時
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南海トラフ地震の特徴

M８程度以上の大きな地震

繰り返し起きている

昭和南海地震の発生から

（100〜150年間隔）

（今後30年で70〜80%の確率で発生）
75年程度経過している



32時間後

2年後
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これまでの南海トラフ地震
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今後30年以内に地震が発生する確率



⾼い 頻度 低い
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南海トラフ地震には２つのレベルがあります



レベル１地震動 レベル２地震動

2003年中央防災会議公表 内閣府「南海トラフ巨大地震モデル検討会」公表
（平成24年8月29日）

東灘区 ６弱 ６弱
灘区 ５強 ６弱

中央区 ５強 ６弱
兵庫区 ５強 ６弱
北区 ５強 ５強

⻑⽥区 ５強 ６弱
須磨区 ５強 ６弱
垂水区 ６弱 ６強
⻄区 ６弱 ６強
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地震動の想定
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震度とゆれの状況

出展：気象庁HP
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震度とゆれの状況

出展：気象庁HP
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揺れの大きさと全壊被害の関係（木造建物）



• レベル１：安政南海地震・津波（1854年 M8クラス）
• レベル２：南海トラフ巨大地震・津波（XX年 M9クラス）
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津波の浸水想定



兵庫県南海トラフ巨⼤地震津波浸水シミュレーション（H26.2.19公表）

最高津波水位：3.9m（中央）

最短到達時間：83分（垂水）Ｃ
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レベル2津波（1000年に一度かそれ以下）想定
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津波の浸水想定
浸水深さ

橙⾊：2〜3m
⻩⾊：1〜2m
水⾊：0.3〜1m
緑⾊：0.3m未満

現在地

兵庫県HPより
※防潮堤が機能しなかった場合
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津波被害と浸水深の関係
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本日の内容

１．阪神・淡路大震災の状況

２．南海トラフ地震とは・・・

３．南海トラフ地震の被害想定と対策

４．地震が発生したら（津波警報時の避難行動）

５．もしものときの備え



【被害概要】
・建物被害（冬夕方18時）：全壊3,109棟
・人的被害（夏昼間12時）：死者9,344人
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兵庫県南海トラフ巨大地震・津波被害想定（H26.6.3公表）
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【減災対策（地震動対策）】
・住宅の耐震化：耐震化率（82.4％→97％）
・初期消火の実施：初期消火率（0%→23.8〜68.4％）
・家具の転倒防止：対策実施率（約31.2％→100％）
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兵庫県南海トラフ巨大地震・津波被害想定（H26.6.3公表）



耐震診断・耐震改修への支援
・無料耐震診断や耐震改修費の補助など
・防災ベッド等の設置補助
・家具固定費用の補助
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すまいの耐震化
⼀部今年度で終了
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L型の金物で固定す
るのが一番効果的

突っ張り棒は天井が
しっかりしていないと
効果がない。

注意︕
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家具の固定



家具が倒れてきても
大丈夫な所で寝る

家具が倒れても避難路
を確保できるように

家具の倒れる方向は予想できる！
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家具の配置を工夫する
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【減災対策（津波対策）】
・防潮堤の強化：津波越流時も壊れない、門扉を確実に閉鎖

⇒ 減災を目標とした一定のハード対策
・避難の迅速化：早期避難率（70％→100％）

⇒ 避難を軸としたソフト対策
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兵庫県南海トラフ巨大地震・津波被害想定（H26.6.3公表）



既設の海岸保全施設の耐震・耐津波対策の実施
（防潮施設の粘り強い構造への補強）
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防潮堤の整備

①津波波力に対する上部工補強
②越流時の洗掘対策
③引波時の波の衝撃に対する構造物の補強対策
④防潮堤及び鉄扉部の沈下対策



○タブレットを利用し、遠隔地から対象鉄扉の遠隔閉鎖等の
操作が可能

○J-ALERTと連携した自動閉鎖も可能
○対象鉄扉の「開閉状態」及び「映像」をタブレット、

ディスプレイで確認できる

通信網

閉鎖操作等

映像配信
開閉状態送信
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防潮鉄扉などの遠隔操作



平成26年2⽉ 兵庫県公表 南海トラフ巨⼤地震津波浸水想定図

→対策により
防潮堤より山側において
大部分の浸水が防げる。

＜対策前＞
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・事業内容
防潮施設を粘り強い構造に補強
沈下を見越したかさ上げ対策
水門鉄扉の遠隔操作

＜対策後＞

R3くらしの防災ガイド（神⼾市）



津波浸水想定図（対策後）
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阪神・淡路大震災における
救助の主体と救出者数

・近隣住⺠等 約77％
・消防・警察・自衛隊 約23%

神⼾新聞社提供

（平成26年版防災⽩書）

自助・共助の重要性
⇒自主防災組織(防災福祉コミュニティ)の結成
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防災福祉コミュニティ︓192地区



津波浸水が予想される18地区で、
ワークショップ・まち歩き・避難マップ作成
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地域による津波防災計画の策定

192地区のうち、地域津波防災計画の策定は臨海部の18地区
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防災福祉コミュニティに
よる津波表示板の設置



自分たちのまちは自分たちで守る
救出者中の生存者の割合
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本日の内容

１．阪神・淡路大震災の状況

２．南海トラフ地震とは・・・

３．南海トラフ地震の被害想定と対策

４．地震が発生したら（津波警報時の避難行動）

５．もしものときの備え
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緊急速報メール（エリアメール）などを受ければ…
（最大深度5弱以上の地震に対して、震度4以上の地域）

屋外ではブロック塀の倒壊やガラスの落下に注意

緊急地震速報：
〇〇沖で強い地震が発生。強い揺れに備えてください

（気象庁）
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何も知らなければ「すべてが想定外」
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津波警報・大津波警報の発令

・地震後約３分を目標に発表
・地震の規模がM8超に対しては随時更新
・津波予報区単位で発表
（兵庫県瀬⼾内海沿岸…兵庫県南側と淡路島北部）
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津波警報の発令形式

種
類

発表
想定される被害ととるべき行動

表現 数値

大
津
波
警
報

巨大

10m超

木造家屋が全壊・流出し、人は津波による流れに巻き
込まれます。

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビ
ルなど安全な場所へ避難してください。

10m
(5～10m)

5m
(3～5m)

津
波
警
報

高い
3m
(1～3m)

標高の低いところでは津波が襲い、浸水被害が発生し
ます。人は津波による流れに巻き込まれます。

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビ
ルなど安全な場所へ避難してください。

津
波
注
意
報

― 1m
(0.2～1m)

海の中では人は速い流れに巻き込まれ、また、養殖い
かだが流出し小型船舶が転覆します。

海の中にいる人はただちに海から上がって、海岸から
離れてください。



49

東日本大震災時の気象庁の情報発表の経過

時刻 地震後 規模 震度・津波

14：46 0分 M7.2 地震発生

14：49 3分 M7.9 津波警報 宮城6m、岩手・福島3m

15：14 28分 M7.9 津波警報 宮城10m以上、岩手・福島6m

15：30 44分 M7.9 津波警報 岩手、福島、茨城、千葉（外
房）10m以上

12日 3：20 13時間 M8.8 全国の沿岸に津波警報・注意報

13日 7：30 1.5日 M8.8 津波警報 解除または注意報へ

13日 12:55 2日 M9.0 Mの改定

13日 17:58 2日 M9.0 津波注意報すべて解除
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津波警報が出た場合

・安全確保
・避難準備
・山側へ徒歩で避難
・警報・注意報が解除されるまで

安全な場所に留まる



「避難」において大切なのは・・・

正しい情報を知って
正しい避難行動をとること

5151



「津波に備える」（2012年気象庁） 52



【人間の判断の誤った傾向→バイアス】
• 正常性バイアス

突発的な異常や危険に遭遇したとき、ある程度
までは正常な範囲として平然と対処して安心し
たい傾向。
地震や津波、水害などの災害、火事や事故の際
に逃げ遅れる一因とされている。

・同調性バイアス
ある選択を迫られたときに、とりあえず回りの人
に合わせて判断し、安心を得る傾向。
これも災害時や事故時におきやすい。

5353

判断とバイアス
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本日の内容

１．阪神・淡路大震災の状況

２．南海トラフ地震とは・・・

３．南海トラフ地震の被害想定と対策

４．地震が発生したら （津波警報時の避難行動）

５．もしものときの備え



土砂災害、水害、地震・津波などのハザードマップ
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広報紙ＫＯＢＥ防災特別号（６月）



自宅の危険性を確認→どこへ、いつ などを事前に作成
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マイタイムラインを作成しておきましょう
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いざという時の情報は？

緊急速報メールの設定を忘れずに



神⼾市：⾵水害時の避難情報

兵庫県：地震情報（県全域で震度4以上、津波警報・注意報等）

平常時でも防災関連情報を見ることができる。
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ひょうご防災ネット
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家庭内での備蓄量（飲食物）
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１週間備蓄の例
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ローリングストック法を活用しましょう



命・身体を守るために
大切なことは・・・

日ごろからの備え（物・頭）
平時、緊急時の正しい情報の入手

6262



ご清聴ありがとうございました

神⼾市防災ポータルサイト
「 SONAE to U ? 」
http://www.kobe-sonae.jp/
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神⼾市防災啓発ｷｬﾗｸﾀｰ
「どすこい防サイくん」とその仲間たち

http://www.kobe-sonae.jp/

